い 兵児帯。 I 

子供の 心に も、 白々 と 雨戸の しまった 空 家 は、 叢が 

深ければ 深 いだけ、 フッと 四 辺が 森閑と し た 時 変な 気 

持 を 起させる のか、 荒 庭 は 直 放棄され てし まった。 

もう 子供の 声 もしない。 草が のびる。 草ば かり 夜昼 

繁茂す る。 夜半、 目が 醒める。 微に 草の葉の すれ 合う 

音が する。 月 を 吹く 風 か？ いや あの 青草の また 伸び 

上る 戦ぎ であろう。 菁は 凄に 通ず ると 感じながら その 

戦ぎ を 聞いた。 

その 空 家の 叢の 蔭に、 いっから となく 一 条 草が 踏み 

つけられた。 そこから 白黒 斑の 雄犬が 一 匹 私共の 家へ 



ラジオの 柱から 繩を つけて 椽の 下の 箱へ 寝られる よう 

に繫 いで 自分 も 眠った。 

次の 朝、 日曜日で あつたが、 起きる と 犬 は 居ぬ。 犬 

は、 裏の 家へ 来る 人の 犬で あつたの だそう だ。 男の児 

が 今朝、 樫の 木の 彼方から、 

「や、 ポチが いら あ」 

と 叫んで、 連れ戻した。 —— 私と 倶に暮 している Y は、 

女ながら おかしい 心 を もっていて、 往来で 犬に 出会う 

と、 

「s、 エス、 エス」 



と 大きな 声で 呼ぶ。 犬 は 尾 を 振らぬ。 

「おや、 S じゃなかった か。 ポチ、 ポチ、 —— ポチ ふ 

うむ、 ポチで もない のか」 

夜、 暗く 長い 桜 並木の 間 を 家へ 帰る 途中、 よく 犬と 

道づれ になる。 彼女 は、 そのよう に、 道づれ になった 

犬と 問答す るので あつたが、 この 時ば かり は、 ポチが 

本当に ポチであった から、 呼ばれた ポチ も 他人と は 思 

えず、 つい ー晚 泊って しまった のだろう。 

その ポチの、 鼻の 先に 我家 を 眺めながら 寝込んだ ど 

こやら 呑気な 性質が 愛嬌で、 その後 も、 思い出して は 

やって来た。 
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